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◆地域の個性や特性が生かされ、住民が主役のまちづくりに向けて
　市では、地域内分権の確立に向けて、次のとおり工程を経ながらその仕組みづくりを進め
てきており、現在、最終工程と位置付ける「第４ステージ」を迎えています。
【地域内分権確立に向けた工程】

◆地域内分権とは
○地域の裁量で決定できる住民自治の仕組みづくり
　 　地域自治センターなど住民の身近なまちづくり活
動拠点を中心に、地域協議会や地区自治会連合会区
域など地域の一定のまとまりの範囲内で住民の皆さ
んがまちづくり組織（住民自治組織）をつくり、地域
の裁量で地域課題の解決や地域活性化に主体的に取
り組むことができる仕組みをつくるものです。市は
人的、財政的にその取組を支援することにより、地域の個性や特性が生かされたまちづく
りを市民協働で推進します。

　※ 社会資本整備や全市民を対象にした事業など、市でなければできない（市がすべき）事業
等はこれまでどおり市が行います。

◆なぜ地域内分権が必要なの？
①合併に対する住民不安の払拭
　 　平成18年の市町村合併の際に住民から寄せられた「地域の個性の埋没」、「地域間格差」
などを危

き

惧
ぐ

する声に応えるものです。
②国の地方分権改革への対応
　 　国において権限や財源の一部を地方自治体に移す「地方分権改革」が進められている中
で、魅力あるまちづくりには地域力を一層強くする必要があります。

③複雑・多様化する住民ニーズ等への対応
　 　行政に対する住民の皆さんのニーズが複雑・多様化しており、公正かつ一律的な行政サー
ビスだけでは、きめ細かく、的確に応えることが難しくなってきています。

◆地域内分権の推進でどうなるの？
①住民自らによる身近な地域の活性化
　 　住民が自ら決定し、取り組むことができる環境を整えることで、
住民が主体となった活力あるまちづくりが行われます。

②地域の実情に応じたきめ細かなまちづくりの推進
　 　使途が限定されない（住民の意思で使える）交付金を制度化する
ことにより、それぞれの地域の課題やニーズ、特性、実情等に合っ
たまちづくり、きめ細かな事業をより早く進めることができると
考えられます。

③地域に対する愛着心の高まり
　 　住民がまちづくりに直接かかわることによって、地域に対する
意識や愛着心が高まります。

工　程 主な取組内容

第１ステージ
（平成18年度）

地域自治センター及び地域協議会の設置
（まちづくり拠点の設置及び住民の意見やニーズを施策
に反映する基礎づくり）

第２ステージ
（平成19－20年度）

わがまち魅力アップ応援事業の創設など
（住民の主体的な取組を財政面から支援する地域予算の
整備など）

第３ステージ
（平成21－23年度）

自治基本条例の制定など
（自治を進める上での市の基本原則、
市民・市議会・市の役割を明確化）

第４ステージ
（平成24－32年度）

住民自治組織の設立促進、地域担当職員の配置、
地域予算の確立

合併
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地域経営会議設立総会の様子地域経営会議設立総会の様子

22



◆地域内分権第４ステージの取組
①住民自治組織の設立促進（※「今後の住民自治のあり方のイメージ」参照）
　 　地域協議会や地区自治会連合会、小学校通学区域など地域コミュニティの一定のまとまりの範囲で、自治会や各種市民活
動団体等が連携・協力し合い、地域の個性や特性を生かしたまちづくりを自らの判断と責任の下で取り組む住民自治組織の
設立を促進します。

　　この組織化などに当たり、「地域経営会議」を設立して検討を行います。

◆「地域経営会議」とは
　「地域経営会議」は、地域協議会の設置範囲の中で、
住民と市が一堂に会し、地域の課題解決や将来的な住
民自治のあり方などについて話し合う任意の組織です
（組織名称は地域で検討）。
　人口減少、少子高齢社会が急速に進む中で、今後の
住民自治のあり方などについて、まずは「地域経営会
議」での検討から始まります。

②地域担当職員の配置
　 　住民自治組織の運営や活動の支援など地域の主体
的な取組に対するきめ細かな相談や情報提供を行う
ほか、関係部局との調整など地域と行政を密接につ
なげる役割を担う「地域担当職員」を配置します。
③地域予算の確立
　 　住民自治組織に対して使途の決定を地域の判断に
委ねる「（仮称）地域づくり交付金」を導入する予定で
す。現在、制度設計を行っています。

背景 少子高齢化や人口の減少等の社会情勢の変
化などにより、将来的に自治会をはじめ各
種団体等の活動や組織の継続・維持が困難
になっていくことが懸念されています。

効果 様々な団体（住民）が広い範囲（複数の自治
会）から参加することにより、多様な人材
と知恵、アイデアが結集され、防災や福祉
対策など地域で共通の課題を地域全体で解
決していくことが可能となります。また、
相互に連携・協力を図ることにより、地域
力の一層の向上が期待されます

地域 組織名称 組織構成 事務局
神科・豊殿 神科・豊殿住民自治組織設立準備会 自治会、地域協議会、地区振興団体 豊殿地域自治センター
川　西 川西まちづくり委員会準備会 自治会、地域協議会 川西地域自治センター
丸　子 丸子まちづくり会議準備会 自治会、地域協議会、各種団体ほか 丸子地域自治センター

　  市民参加・協働推進課　TEL75・2230

◆「地域経営会議」　神科・豊殿、川西、丸子地域で設立
　平成26年度は、神科・豊殿、川西、丸子の３地域を地域内分権推進のモデル地区の候補として住民の皆さんとともに検討
を重ね、３月に「地域経営会議」が、自治会や地域協議会、各種団体等の皆さんによって、それぞれ設立されました。今後は、
このほかの地域でも地域経営会議の設立に向けて住民の皆さんとの話し合いを進めていきます。

〈地域経営会議の主な役割〉
①地域内の取組や課題の情報共有　②地域の課題解決等の検討　③住民参加と広報活動
④住民自治の仕組みづくり（住民自治組織設立）の検討　⑤地域まちづくり計画案の検討

33



「上田市協働のまちづくり指針」を策定しました
～住みたいまちを みんなでつくろう～

　平成23年施行の「上田市自治基本条例」では、上田市をもっと暮らし
やすいまちにするため、市民・市議会・市の三者が協力してまちづくり
を進めることを定めています。　
　この条例の基本理念の一つである「協働」の推進に向け、その効果や
ルール、必要な環境づくり等の基本的事項を市と市民が共有し、協働に
よるまちづくりの一層の推進につなげることを目的として、平成26年
度、市民協働指針策定に向けた検討を進めてきました。
　３月12日、市民10名による「市民協働指針検討委員会」から市長に対
し、指針案を提言いただき、これを尊重し「上田市協働のまちづくり指針」
を策定しましたので、その概要をお知らせします。

協働とは… 共通する課題の解決や目的の実現のため、互いの特性を認め、対等な
立場で役割分担を行いながら協力し、主体的に活動することです。

◎なぜ協働が必要か……… 地域課題を解決し、住みよい魅力あるまちづくりを進めていくためには、市
だけでなく、さまざまな人や組織が、それぞれの力を大いに発揮することで、
みんなの力を大きなエネルギーにしていくことが必要です。

◎協働で期待される効果… お互いの特性や得意分野を生かし、ネットワークを利用することで、幅広い
事業展開ができ、課題解決や魅力あるまちづくりに高い効果が発揮されます。

１ 協働のめざすもの

指針の趣旨 さまざまな人や組織が、協働の考え方やルールなど基本的事項を共有する
ため、次の内容を盛り込んでいます。

◎「協働のめざすもの」
　 なぜ協働が必要なのか、協働によってどのような効果が期待できる
　のかを示しています。

◎「協働の進め方」
　 地域課題の解決や魅力あるまちづくりを、協働の手法によって進め
　るためのルール、手順を示しています。

◎「協働推進のための環境づくり」
　協働を推進していくための市の取組を示しています。

２ 協働の進め方
協働はそれ自体が目的ではなく手法であり、「上田をもっとよくする」ため、
対話を重ねながらこの原則を尊重し、主体的に活動することが必要です。

◎協働の基本原則（ルール）

協働を進めるための原則
①対等の立場…………… それぞれの主体が対等の関係に立ち、共通の課題に対して相互の合意によ

り役割を分担する
②自主性の尊重…………互いに依存するのではなく、自立し主体的に活動する
③目的の共有……………課題・目的を明確にし、共通した認識を持つ
④相互の理解……………互いの特質を尊重し、違いを認め合い、理解する
⑤情報の公開・共有……協働の内容・評価の情報を公開し、共有する

　  市民参加・協働推進課　TEL75・2230
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様々な人や組織それぞれがまちづくりの担い手として協働を進める
ために、市では次のとおり環境づくりに取り組んでいきます。

◎協働の
　　領域と形態

◎協働を
　活用する流れ（進め方）

　公共的な課題解決やまちづくりについて、市民や市民活動団
体等が主体的に担うもの、市が主体的に担うもの、市民や市民
活動団体等と市が協力して担うものがあります。市民や市民活
動団体等と市が協力する領域を市民協働としています。
　また、協働によるまちづくりには、進める内容などにより、
さまざまな形態が考えられます。

どのような主体でもこの手順で
協働を進めることが可能です
（④～⑦PDCAサイクル）。

協働の形態 内　　　　　　容 領域

補助
市民活動団体等が主体的に行う事業に、市が財政的支援を行う形態
（例）わがまち魅力アップ応援事業など

Ｂ

後援
市民活動団体等が主体的に行う事業に、市が名義の使用を認めて事業を後押しする形態
（例）市民が主催するスポーツ大会など

Ｂ

共催
市民活動団体等と市が共に共催者となり事業を行う形態
（例）シンポジウムなどの共同開催など

Ｃ

事業協力・
支援

市民活動団体等と市などが、一定期間継続的な関係で協力し合う形態
（例）信州ふるさとの道ふれあい事業（道路アダプトシステム）など

Ｃ

情報提供・
交換

それぞれが持つ情報を提供し合い、それを活用する形態 Ｃ

実行委員会
市民活動団体等と市が、実行委員会を組織し事業を行う形態
（例）まつり実行委員会など

Ｃ

政策提言
市民活動団体等が持つ専門知識などから生まれる施策を市に提案し、政策形成に取り入れる形態
（例）各種審議会など

Ｄ

委託
より効果的に実施するため、すぐれた特性を持つ市民活動団体等に市の事業を委ねる形態
（例）施設の管理委託など

Ｄ

①推進体制づくり
・市の体制強化……庁内各課所に「協働推進員（仮称）」の設置、相談を行いやすい体制づくり
　　　　　　　　　その他、市職員の意識強化、市民と市職員の意識共有、財政支援・制度検討　

②情報共有と市民活動への支援
・市民活動の支援…市民協働サポートセンター（仮称）設置の検討
　　　　　　　　　その他、情報収集・提供と共有化、活動拠点の機能強化、地域内分権の確立

③人材育成
・人材活用制度の検討…地域づくりサポーター（仮称）の創出、人材バンク制度の検討
　　　　　　　　　　　その他、普及啓発、自治意識の向上
　今後はこの指針に基づき、協働の理解と実践によって、もっと住みよいまちづくりを進めていきます。
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協働推進のための環境づくり３

 [協働の領域図]

市民団体等と市との協働の主な形態

＜市民の領域＞ 協働の領域 ＜行政の領域＞
Ａ
市民等が主体的に
行動する

Ｂ
市民等の主体的な
活動で市が協力す
る

Ｃ
市民等と市がそれ
ぞれの主体性のも
とに連携・協力する

Ｄ
市の主体的な活動
で市民等の協力・
参加で行う

Ｅ
市の責任と主体性
によって処理する

（参考:横浜市協働推進の基本指針など）
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●ウォーキングは年齢に関係なくできる手軽な運動
　気軽に始められる運動のひとつに、「歩く」ことがあります。ウォーキングは有酸素性運動を代表する運動ですが、日常生活
のなかで「歩く」ことを取り入れることで様々な効果が期待できます。
　○生活習慣病予防
　　全身運動で体全体を活性化させることにより、生活習慣病の予防や改善に有効です。
　○筋肉の強化・骨粗しょう症の予防
　　足腰の筋肉や骨が強化され、転倒予防や骨粗しょう症の予防、腰痛の予防にもなります。
　○心肺機能向上
　　有酸素性運動を継続することで、心肺の持久力がアップします。
　○老化の防止
　　様々な筋肉を動かしながら歩くので、脳や神経の働きを活性化し、老化の防止に役立ちます。
　○ストレスの解消
　　血液の循環が脳に刺激を与え、自律神経の働きを安定させたり、ストレスの解消にもなります。
　　※治療中の疾患等がある方は、必ず主治医と相談してからウォーキングをはじめましょう。

●まずは１日“6,000歩以上”を目標に！
　平成23年の市のアンケート調査では、市民の皆さんの１日の平均歩数は5,000歩台の回答が一番多く、国の平均歩数である
男性7,000歩、女性6,000歩を下回る結果でした。まずは１日6,000歩以上を目標にして歩いてみましょう！

●６月から「健康づくりチャレンジポイント制度」が始まります
　市では、６月から市民の皆さんが日常生活の中で健康について考え、楽しく健康づくりに取り組むきっかけとなることを目
的とした「上田市健康づくりチャレンジポイント制度」を始めます。
　毎日のウォーキングをはじめ、対象となる健康づくりの催しや講座に参加したり、各種健診（検診）を受診したりすることで
ポイントを集め、施設無料利用券等との交換ができるようになります（詳細は、６月に全戸配布予定のパンフレットをご覧く
ださい）。

健康寿命を延ばすため、健康維持・向上するための代表的な運動はウォーキングです！

健
けん

幸
こう

都市（スマートウエルネスシティ）をめざしてVOL.2

〈ウォーキング・ロコモ予防編〉

健康づくりチャレンジポイント制度スタートプレイベント

５月16日㈯「健幸ときめきウォーキング」
新緑の国分寺 開催

上田城甲
冑隊も出

陣！

　信濃国分寺史跡公園をスタートし、国分寺周辺で季節の花や緑を楽しみながら
60分程度歩きます。
　どなたでも参加ができます。大勢の皆さんの参加をお待ちしています。

★当日ウォーキングで歩くコース（予定）を紹介します日　時 　５月16日㈯9：30～11：00（受付9：15～）
集合場所 　信濃国分寺跡史跡公園
 ※ 広報うえだ４月16日号では「神川地区公民

館」とお知らせしましたが上記に変更しまし
た。お詫びし訂正します。

参加費 　無料
申し込み 　５月15日㈮までに、電話で下記へ。
その他 　小雨決行。駐車場が限られますので、なるべく

公共交通機関等でお越しください（信濃国分寺
駅から徒歩で約５分）。

　  健康推進課　TEL28・7123
　　  クラブUSC　TEL26・5320
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●寝たきりや要介護のリスクにもつながる “ロコモティブシンドローム（通称ロコモ）” 
　ロコモティブシンドローム（運動器症候群）は、筋肉や骨、関節、軟骨、椎間板など体の器官や組織が衰えている、または衰
え始めている状態で、略して「ロコモ」と呼ばれています。運動器はそれぞれが連携して働いているので、どれか一つが悪くて
も身

からだ

体はうまく動かなかったり、放っておくと日常生活に支障をきたすこともあります。

今からはじめるロコモ・サルコペニア予防～いつまでも自分の足で歩くために～

ロコモ・サルコペニア予防に
～ゆっくりスクワット～

ひとまちげんき・健康プラザで実施している
運動講座・教室

●カラダ元気℃（げんきど）測定
－自分の身体を知るために！－

　今の体力を知るために、下肢筋力、持久力などを測定し
ます。体組成測定では体の部位別の筋肉量や体脂肪量がわ
かります！
日　時 　月２回、午前又は午後
対　象 　80歳以下の市民
定　員 　１回12名（要事前予約）
●出張！かんたんカラダ元気℃測定
－近くの公民館・集会所でも体力測定などができます！－

　体組成測定や体力測定、自宅でできる運動も紹介します！
対　象 　おおむね40～70歳代の方（自治会やグループ等）
日　時 　日程や内容等は、要相談

●ひとまちげんきクラブ
◎足腰元気教室ー気楽に・楽しく・運動を体験！ー
　自宅で行える全身運動を実践、筋力の維持向上をめざし
ます。
日　時 　毎月第１水曜日9：30～11：00（予約不要）
対　象 　50歳以上の市民
◎歩いて健康－気軽にみんなで楽しく歩きましょう！－
　７月・10月には市内散策ウォークをします。１～３月
は室内で実施します。
日　時 　毎月第３水曜日9：30～11：00（予約不要）
対　象 　どなたでも

　  健康推進課　TEL28・7123

①両足を肩幅に開く
② 上体をやや前傾しながら両手を前にあげ、椅子に腰を掛けるように
ゆっくり腰をおろす

③椅子の座面に太ももの裏が少し触れたところで動きを止める
④ ゆっくり５秒かけて腰を下げ、５秒で立ち上がる動作を10回繰り
返す（膝

しっ

痛
つう

のある方は、痛みが出ない角度、または少ない回数から
始めてみましょう）

●ロコモにもつながる “サルコペニア”…筋肉の減少は30歳代 からはじまっています
　“サルコペニア”とは、「筋肉量の減少に加え、身体機能の低下あるいは筋力低下のいずれかを伴うこと」をいいます。筋肉の
量は20歳代がピークで、30歳を過ぎると減少していきます。筋肉が少なくなると体を支えられずに、転倒のリスクや、活動
能力の低下原因となります。
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。

　市では、平成26年２月から「新たな取組」として、「分別回収の徹底（雑がみ回収袋の導入）」と、
「生ごみの減量化」を始めました。その結果、平成26年度の可燃ごみの処理量は、前年度に比べて
377ｔ減量し、34,622ｔとなりました。
　市民や事業所の皆さんのご協力により一定の効果が表れていますが、平成27年度の減量化目標
値33,712ｔを達成するためには、あと910ｔの減量が必要です。

　市が平成25年6月に「家庭から排出される可燃ごみ」を調査したところ、半分以上が生ごみで
した。また、生ごみの70～80％は水分であると言われており、生ごみの水分を減らすことが
可燃ごみの減量化に結びつきます。このため、「生ごみ減量化機器」の一つである「通風乾燥型
生ごみ処理機」の減量効果などを検証しました。

可燃ごみの処理量

「通風乾燥型生ごみ処理機」モニターの実験結果

「通風乾燥型生ごみ処理機」を使用したモニター実験を行いました１

実験結果の報告２

通風乾燥型生ごみ処理機

数値は家庭から出る可燃ごみと事業所からでる可燃ごみの合計値

　市では、「生ごみ減量化機器」の普及を目指し、平成26年９月から平
成27年２月まで「通風乾燥型生ごみ処理機」を使用したモニター実験を
行いました。60人の方に市民モニターとして、生ごみの減量化に取り
組んでいただきました。

　モニターの皆さんが記録した６か月分のデータや感想を報告します。
　○実験の内容
　１使用機器　　通風乾燥型生ごみ処理機
　２機器の概要　ファンの風の力で生ごみを乾燥します
　３実験内容
　　⑴乾燥前・後の生ごみの重さを計量し、減少量を確認しました
　　⑵家庭での使いやすさを確認しました
　４実験期間　平成26年９月～平成27年２月（６か月間）
　５モニターの人数別世帯数

世帯人数 １名 ２名 ３名 ４名 ５名 ６名 ７名 計

世帯数 ２世帯 15世帯 16世帯 18世帯 ４世帯 ３世帯 ２世帯 60世帯

資
源
循
環
型
社
会
に
向
け
て
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報告1 　各月の減少量を見ると、暖かい季節の
ほうが寒い季節に比べて減少量が多いと
いう結果が得られました。「通風乾燥型
生ごみ処理機」は、ファンの風の力によ
り生ごみを乾燥させますが、熱風による
乾燥ではないため、寒い季節は減少量が
少なかったと考えられます。
　しかし、最大減少量と最小減少量の差
は4.5%であるため、季節に関わらず一
定の減量ができると考えられます。
〇最大減少量　50.2%（平成26年9月）
〇最少減少量　45.7%（平成27年1月）

　減少量は「１回に乾燥させる生ゴミの量」や「機器
の設置場所」など、世帯によって条件が異なるため
単純比較はできませんが、１回に乾燥させる量が少
ない方が減少量も大きくなりました。
　また、生ごみの乾燥を促進するため「乾燥前に生
ごみを細かく刻む」、「食材をわけて乾燥させる」な
どの工夫を実践している方もいました。

　今後も「通風乾燥型生ごみ処理
機」を継続して使用したいかお聞
きしたところ、７割弱の方が継続
を希望する結果になりました。

　「通風乾燥型生ごみ処理機」での減量を「継続しない」と回答された方の
うちの７割は「他の方式の生ごみ減量化機器の購入検討をする」と回答し
ています。このため「通風乾燥型生ごみ処理機」には十分に満足いただけ
なかった方でも、生ごみ減量については、他の行動等を検討されている
方が多いことがわかります。

報告2 ほぼ半数の世帯が40～60％の減量となりました

報告3 約７割の方が、「通風乾燥型生ごみ処理機」の継続利用を希望しています

年　　月 減少量（％）
平成26年９月 50.2

10月 48.7
11月 47.7
12月 46.5

平成27年１月 45.7
２月 47.4

（平均値） 47.7

乾燥前 乾燥後

52％
48％

（減少量）

生ごみは平均48％減量しました

減少量の分布（％）

各月の減少量

①減少量が20％未満（1.8％）

②減少量が20％以上30％未満（11.1％）

③減少量が30％以上40％未満（14.8％）

④減少量が40％以上50％未満（25.9％）

⑤減少量が50％以上60％未満（24.1％）

⑥減少量が60％以上70％未満（16.7％）

⑦減少量が70％以上（5.6％）

継続しない
32％ 継続する

68％

通風乾燥型生ごみ処理機の
継続利用の希望状況（%）

その他の生ごみ減量化機器購入希望
電気式生ごみ処理機

（通風乾燥型生ごみ処理機を除く）

生ゴミ堆肥化容器
（コンポスト・密閉式容器）

生ごみたい肥化基材
（ぱっくん）

①「補助率が改定されれば購入検討する」
②「現状の補助制度で購入検討する」
③「補助制度が無くても購入を検討する」

ごみ減量化機器を購入すると補助金が出ます
　生ごみの減量化機器を購入した場合、市からの補助金が出ます。また、ごみ減量化基材「ぱっくん」は４月１日から無料配布
しています。それぞれのライフスタイルに応じて、積極的に活用してください。
　詳しくは、「広報うえだ４月１日号」をご覧ください。

　  資源循環型施設建設関連事業課　TEL71・8082　　  廃棄物対策課　TEL22・0666

②

③

④
⑤

⑥
⑦

①

100％

（単位：人）

　市では、モニター実験の結果を踏まえ、「生ごみの減量化」を進めるため、「ごみ減量化機器購入費補助金」の拡充や、
資源の循環を目的とした新たな取組として「やさいまる事業（詳細は10ページ）」を実施することとしました。
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「やさいまる事業」が５月１日から始まります

●「やさいまる事業」とは
　家庭から出る「生ごみ」を、電気式等の生ごみ処
理機やぱっくんで処理し、乾燥生ごみや終了した
基材（ぱっくん）を市が回収した後、JA堆肥セン
ターで堆肥化し、農地に還元して野菜づくり等に
活用する「資源の循環」と「地産池消」を目指した仕
組みです。
　市民の皆さんが処理した乾燥生ごみや処理後の
基材を市に持ち込むとポイントが貯まり、市内JA
直売所でポイントと野菜等が交換できます。

●ポイントの取得・交換方法
【ポイント利用の流れ】
　①「生ごみ」を生ごみ処理機やぱっくんで処理する
　② 「乾燥生ごみ」や「処理後の基材（ぱっくん）」を透明なビ

ニール袋に詰める
　③ 廃棄物対策課に持ち込みポイントを貯める
　④JA直売所８店舗でポイントを野菜等と交換する
【対象者】　会員登録をした上田市民
　　　　　（最初の持ち込みの時に登録してください）
【回収物】
　ア電気式等生ごみ処理機による乾燥生ごみ
　イ終了した「ごみ減量化基材（ぱっくん）」
【回収場所】　廃棄物対策課（上田クリーンセンター内）
【回収日時】　毎週水曜日　午前10時～午後３時
【ポイント】
　持込１回（１㎏以上）につき１ポイント
　「ぱっくん」の場合は、５ポイント
　（ただし、ぱっくんの持ち込みは１か月に１回まで）
　累計５ポイントで、JA直売所で500円分の野菜等と交換
●ご注意ください
・家庭から出る生ごみのみが対象です。会社やお店から出
た生ごみ（事業系）の持ち込みはできません。
・回収物アの生ごみは十分処理をして、よく乾いた状態で
お出しください。袋に入れた乾燥生ごみをゆするとカサ
カサと音が鳴る状態が目安です。

　  廃棄物対策課　TEL22・0666

家庭

農家

ポイント

野菜
乾燥生ごみ

運搬
野菜

堆肥

やさいまる

ポイント

上田クリーン
センター

廃棄物対策課
（上田クリーンセンター内）

JA塩田堆肥センター

JA直売所
（８店舗）

◎回収場所　廃棄物対策課
　　　　　　（上田クリーンセンター内）

高齢者福祉
センター●

サントミューゼ
●

千曲川

●上田警察署

古
舟
橋

上
田
橋

◆ポイントを野菜等と交換できる直売所
　（乾燥生ごみ回収は行いません）
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　信州上田フィルムコミッション（  観光課内）　TEL23・5408

うめ　ぐすん…（涙）
ＦＣ　うめちゃん、どうしたの！？
うめ　「おかあさんの木」という本を読んだんです。悲しく

て涙がとまりません…。お母さんも子どもの頃に読
んで、とても感動したって。

ＦＣ　40年も前から国語の教科書に採用されてきたお話
だからね。実は、この「おかあさんの木」が映画になっ
たんだよ。

うめ　上田でロケしたの？
ＦＣ　残念ながら、撮影は行なわれなかったけれど、上田

市とは深い縁があってね。原作者の大川悦生さんは
坂城町の生まれで上田高校出身なんだ。そこで映画
の「おかあさん」は大川さんの母親をモデルに、舞台が上田に設定
されたんだ。

うめ　今までのロケ作品と違って、今度はよその町が上田として登場す
るんだね。

ＦＣ　それだけじゃないよ。映画のなかには上田の方言が使われていた
り、冠婚葬祭など当時の暮らしがこの地方にならって再現されて
いたり、細部にまでこだわってつくられたというから楽しみだね。

うめ　戦時中の上田のまちはどんな景色だったのかな。うめも早く映画
が見たいです！

ＦＣ　この映画のプロデューサーも小学生の頃に「おかあさんの木」を読
んで、やっぱり深い感銘を受けたというよ。今の仕事に就いて、
必ず映画化しようと決めていたらしい。それほど大きな影響力を
もつ素晴らしい作品なんだ。戦後70年を迎えるにふさわしい映
画だね。

うめ　おじいちゃんから戦争の話を聞いても、あまりピンとこなかった
けれど、うめも「おかあさんの木」には本当に衝撃を受けました。

ＦＣ　平和ってありがたいよね。公開は来月だから、よろしくね！
うめ　はいっ！家族みんなで見に行きます。でも、絶対泣いちゃうから

ハンカチ忘れないようにしないとね（再び涙…）。

シリーズ第２弾　帰ってきた うめちゃん！⑨
　フィルムコミッション（FC）の事務局へやって来た真田うめちゃん。
いつも元気なうめちゃんですが、今日はなんだか悲しげです…。

上田が舞台!!映画『おかあさんの木』公開
日　時 　６月６日㈯～　　場　所 　TOHOシネマズ上田（アリオ上田内）
当日券 　一般1,800円ほか　
原　作 　大

おお

川
かわ

悦
えつ

生
お

「おかあさんの木」（ポプラ社刊）
監督・脚本　磯

いそ

村
むら

一
いつ

路
みち

　　　　出　演 　鈴
す

木
ずき

京
きょう

香
か

、志
し

田
だ

未
み

来
らい

、三
み

浦
うら

貴
たか

大
ひろ

■信州ロケ地マップ
　県内で撮影された映画を通じて長野県の魅力を紹介する「信州ロケ
地マップ」が、この春、長野駅ビルMIDORI 旧館３階レストスペース
壁面に設置されることになりました。信州上田FCの情報も掲載され
ています。お立ち寄りの際には、チェックしてみてください。

　『おかあさんの木』
　前売券発売中
　観光会館１階売店で販売中です。今回は１
人1,000円で鑑賞できるお得なペアチケットを
用意しました。ぜひお買い求めください。
料　金 　一般1,400円、ペアチケット2,000円

オール上田ロケ
MV（ミュージックビデオ）情報
　最新ロケ作品となる、乃木坂46の新曲『キ
ミは僕と会わない方がよかったのかな』が、
11thシングル『命は美しい』（Type-C）のカッ
プリング曲として発売されました。撮影は今
年２月、かすかに雪が舞う寒空のなか市内各
所で行われました。馴染みのある上田の町並
みが、ストーリー仕立ての映像でお楽しみい
ただけます。
ロケ地 　上田駅お城口、温泉口水辺プラザ、
　　　　　海野町商店街ほか

（Ｃ）2015「おかあさんの木」製作委員会
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お知
らせ
催
し
信州国際音楽村開村28周年記念

信州ルネッサンス2015
　信州国際音楽村のオープンを記念して、コンサートやイベントを９日間にわたり開
催！第一線で活躍中のアーティストはもちろん、これから大きく羽ばたく若手アー
ティストが多数登場します。信州上田の、初夏の自然の中、存分にお楽しみください。

サパトス、ミニSLほかイベント多数

第21回丸窓まつり
　特別ゲストとして、信州上田観光大使サパトスがイベントに参加します。
その他にもミニSLなど色々な企画がありますので、ご家族でお越しください。
日　時 　５月５日（火・祝）10：00～15：00
場　所 　下之郷駅車庫（下之郷駅隣）
内　容 　 5200系ステンレスカーの展示、6000系運転席で記念撮影、プラ

レール広場で遊ぼう！、鐡道資料館の開放、鉄道模型運転、臨時列車運行など
◇丸窓まつり限定１日フリー切符発売
内　容 　上田駅、下之郷駅、別所温泉駅（9：00～17：00）
料　金 　中学生以上1,000円（通常は1,180円。当日限り有効）※小学生以下は無料（当日のみ）
集合場所 　お車でお越しの方は、大学前駅、中野駅、舞田駅のパーク＆ライド駐車場を利用ください。
　　　　　※開催内容が変更となる場合があります。
　　　　　　詳しくは下記へ問い合わせいただくか、「上田電鉄ホームページ」をご覧ください。
　上田電鉄運輸部　TEL39・7117（平日9：00～17：00）
　　（  交通政策課）

催
し

☆ホールこだまプレミアコンサート
○ばんばひろふみスペシャルナイト
日　時 　６月６日㈯19：00～
出　演 　ばんばひろふみ
料　金 　前売券4,000円（当日券4,500円）

目　玉
イベント

○杉田二郎アフタヌーンスペシャル
日　時 　６月７日㈰15：00～
出　演 　杉

すぎ

田
た

二
じ

郎
ろう

料　金 　前売券4,000円（当日券4,500円）

◇その他の主なイベント
星空オペラ＆星空コンサート モーツァルト オペラ「劇場支配人」
日　時 　５月30日㈯19：00～
KODAMAピアノお披露目コンサート 金

かね

子
こ

三
み

勇
ゆ

士
じ

ピアノリサイタル
日　時 　５月31日㈰14：00～
寄席普及公演（落語、大神楽曲芸、紙切り）
日　時 　６月２日㈫19：00～
※期間中毎日イベントあり。詳細は、信州国際音楽村ホームページ
　（http://www.ongakumura.jp/）をご覧ください。
　音楽祭実行委員会（信州国際音楽村内）　TEL42・3436

1212

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹
武石地域自治センター

TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹
丸子地域自治センター

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹
真田地域自治センター

TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹
上田市役所

情報
ピックアップ



　

募
集

募
集

長野大学公立大学法人化

声をお寄せください

サントミューゼの運営など

サポーターを大募集！

　昨年３月に長野大学から、上田市を設置団体とする
公立大学法人化の要望書が提出されました。
　市では、公立大学法人化について検討するため、大
学の運営に精通した有識者と、市民代表で構成する検
討委員会を設けて検討しています。長野大学の公立大
学法人化に関して、市民の皆さんからご意見を伺い、
検討委員会での議論に反映していきたいと考えていま
す。
　なお、長野大学からの要望書、公立大学法人制度の
概要は、市役所政策企画課、各地域自治センター、市
ホームページでご覧いただけます。
募集期限 　５月15日㈮
提出方法 　住所、氏名、年齢、本件へのご意見を記入

（様式は任意）の上、直接持参、又は郵送、
FAX、メールで下記へ。

提出先 　〒386‐8601（住所不要）政策企画課宛
　  政策企画課　TEL23・5112　FAX25・4100
　　 kikaku@city.ueda.nagano.jp

　サントミューゼの平成27年度のサポーターとして、
スタッフとともに活動し、施設の運営を支えてくださる
方を募集します。一緒に施設の魅力を広げていきません
か？
役　割 　施設の管理運営や、公演・展覧会の準備や片

付けなど、スタッフとともに活動していただ
きます。舞台芸術や美術に関する経験がなく
ても大丈夫です。

対　象 　住所・性別・年齢・経験不問
 （18歳未満の方は要保護者同意）
登録方法 　登録申込書（窓口・ホームページにあり）に必

要事項を記入の上、直接窓口へ提出、又は郵
送してください。

募集期間 　５月１日㈮～31日㈰
活動期間 　平成28年３月31日まで
 （平成28年度も募集予定。継続可）
注意事項 　活動を通じて知り得た非公開の情報の発信、

公演等の無料鑑賞、舞台の設営や機器の操作
はできません。活動に関する連絡は原則メー
ルで行います。報酬等はありません。

　サントミューゼ　TEL27・2000

催
し
染屋浄水場・バスハイクによる

施設見学会
　６月１日から７日は『第57回水道週間』です。平成27年度のスローガンは『カラカラで　蛇口に飛び込む　僕の口』で
す。上下水道局では、この期間に合わせ、バスハイクで巡る施設見学と、染屋浄水場・水道資料館（古里2250番地）の見
学会を開催します。
◇染屋浄水場・水道資料館見学会（申込不要）
日　時 　６月７日㈰10：00～16：00
内　容 　浄水場・水道資料館の案内。給水車による給水デモンストレーション（湧水の試飲）。
 上下水道局キャラクター・あかりちゃんも登場します。
参加費 　無料（小学生以下は要保護者同伴）
◇バスハイク施設見学～真田地域編～（要事前申込）
日　時 　６月７日㈰12：30～17：00
集合場所 　市役所正面玄関前（12：20）、又は真田地域自治センター正面玄関前（12：50）
内　容 　市役所正面玄関前～真田地域自治センター～菅平ダム～石舟浄水場～真田地域自治センター～
 市役所正面玄関前
定　員 　60名（応募多数時は抽選）　　　参加費 　無料（小学生以下は要保護者同伴）
申し込み 　５月25日㈪までに、電話で下記へ。
　  経営管理課　TEL22・4100　内線1852・1535　　（当日）浄水管理センター　TEL22・0658

菅平ダム

1313
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お
知
ら
せ

信
州
う
え
だ
空
き
家
バ
ン
ク

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
都
市
部
か
ら
の
移
住
や
市
民

の
定
住
を
促
進
す
る「
信
州
う
え
だ
空
き

家
バ
ン
ク
」を
始
め
ま
し
た
。
家
を
貸
し

た
い
・
売
り
た
い
と
い
う
所
有
者
と
、
家

を
借
り
た
い
・
買
い
た
い
と
い
う
希
望
者

の
橋
渡
し
を
行
い
ま
す
。詳
細
は
左
記
へ
。

　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室

　
　

TEL
75
・
２
５
５
４

軽
自
動
車
税
が
改
正

（
二
輪
車
等
は
据
置
）

　

４
月
１
日
以
降
に
新
規
登
録
さ
れ
た
三

輪
、
四
輪
の
軽
自
動
車
の
税
額
が
改
正
さ

れ
ま
し
た（
４
月
２
日
以
降
の
登
録
は
平

成
28
年
度
か
ら
適
用
）。
な
お
、
二
輪
車
・

小
型
特
殊
自
動
車
な
ど
は
、
適
用
開
始
が

１
年
延
期
さ
れ
、
今
年
度
は
従
来
と
同
額

で
す
。
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

税
務
課　

TEL
23
・
５
１
６
９

軽
自
動
車
税
、
自
動
車
税
は

６
月
１
日
ま
で
に

● 

対
象　

４
月
１
日
現
在
の
車
所
有
者

（
４
月
２
日
以
降
に
廃
車
、
譲
渡
し
た

方
に
も
納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
）

● 

納
税
証
明
書　

口
座
振
替
の
方
に
は
、

６
月
上
旬
か
ら
順
次
郵
送
し
ま
す
。

※ 

お
急
ぎ
の
方
は
記
帳
し
た
通
帳
を
持
参

し
、
左
記
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

● 

減
免
制
度　

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

障
が
い
の
あ
る
方
に
は
、
減
免
制
度
が

あ
り
ま
す
。
５
月
25
日
㈪
ま
で
に
、
担

当
窓
口
に
問
い
合
わ
せ
の
上
、
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

　

軽
自
動
車
税
／

　
　

税
務
課　

TEL
23
・
５
１
６
９

　
　

収
納
管
理
課　

TEL
23
・
５
１
１
７

　
　

自
動
車
税
／

　
　

上
小
地
方
事
務
所
税
務
課

　
　

TEL
25
・
７
１
１
７

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」用
の

種
を
配
布
し
ま
す（
無
償
）

● 
対
象　

市
民
又
は
市
内
の
事
業
所
や
保

育
園
・
幼
稚
園
・
学
校

● 

配
布
す
る
種　

朝
顔（
ヘ
ブ
ン
リ
ー
ブ

ル
ー
・
西
洋
ミ
ッ
ク
ス
）、
フ
ウ
セ
ン

カ
ズ
ラ
、
ゴ
ー
ヤ

※ 

前
年
に
市
民
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
種

も
含
ま
れ
ま
す
。

●
配
布
数　

１
件
に
つ
き
３
袋
ま
で

● 

申
し
込
み　

５
月
11
日
㈪
〜
29
日
㈮

に
、
直
接
左
記
、
又
は
丸
子
・
真
田
・

武
石
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
、
豊
殿
・
川
西
・

塩
田
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
。
種

は
申
込
時
に
お
渡
し
し
ま
す
。

● 

そ
の
他　

収
穫
し
た
種
の
一
部
を
翌
年

用
に
提
供
く
だ
さ
い
。ま
た
、ア
ン
ケ
ー

ト
に
も
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
23
・
５
１
２
０

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

一
人
ひ
と
り
が「
思
い
や
り
」の
気
持
ち

と
、
交
通
社
会
の
一
員
と
い
う
自
覚
を
持

ち
、
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

５
月
11
日
㈪
〜
20
日
㈬

● 

運
動
の
重
点　
「
通
学
路
・
生
活
道
路

の
安
全
確
保
と
歩
行
者
保
護
の
徹
底
」、

「
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
」、「
全
て

の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
」、

「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
で

農
業
用
用
水
施
設
を
整
備

　

発
電
施
設
が
所
在
す
る
市
町
村
に
交
付

さ
れ
る「
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
」を

活
用
し
、
農
業
用
水
を
安
定
的
に
供
給
す

る
た
め
、
生
田
大
窪
地
区（
尾
野
山
自
治

会
）の
農
業
用
用
水
施
設（
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
）を
整
備
し
ま
し
た
。

　

地
域
振
興
課　

TEL
42
・
１
０
１
１

二
種
混
合
予
防
接
種
が

個
別
接
種
に
な
り
ま
し
た

　

二
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
混

合
）予
防
接
種
が
、
小
学
校
で
の
集
団
接

種
か
ら
個
別
接
種
に
な
り
ま
し
た
。
対
象

児
童
に
は
、
予
診
票
を
お
送
り
し
ま
す
。

期
間
内
に
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
実
施
時
期　

年
間
を
通
じ
て
実
施

● 

実
施
場
所　

委
託
医
療
機
関（
要
事
前

予
約
。
接
種
料
金
無
料
）

● 

対
象　

市
内
に
住
所
の
あ
る
11
歳
以
上

13
歳
未
満
の
児
童

● 

持
ち
物　

母
子
手
帳
、
体
温
計
、
予
診

表（
対
象
者
に
郵
送
）、
委
任
状（
保
護

者﹇
父
・
母
﹈以
外
が
同
伴
す
る
場
合
）

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

別
所
線
マ
イ
レ
ー
ル
チ
ケ
ッ
ト

販
売
中

　

毎
年
春
・
秋
の
２
回
販
売
し
ま
す
。

●
販
売
期
間　

５
月
31
日
㈰
ま
で

● 

販
売
場
所　

別
所
線
上
田
駅
、
下
之
郷

駅
、別
所
温
泉
駅
、七
田
チ
ャ
イ
ル
ド
ア

カ
デ
ミ
ー
、種
人
の
駅（
旧
の
ん
ど
り
）、

長
野
大
学
生
活
協
同
組
合
、滝
沢
商
店
、

セ
ー
ブ
オ
ン
上
田
別
所
温
泉
店

● 

内
容　

１
冊
20
枚
つ
づ
り（
上
田
市
街

地
循
環
バ
ス﹇
青
バ
ス
・
赤
バ
ス
﹈共
通

無
料
乗
車
券
２
枚
付
）

●
割
引
率　

15
％
引（
通
常
９
・
１
％
引
）

●
有
効
期
限　

平
成
28
年
３
月
31
日

　

 

別
所
線
電
車
存
続
期
成
同
盟
会
事
務

局（

交
通
政
策
課
内
）

　
　

TEL
23
・
５
０
１
１

催　

し

う
え
だ
環
境
市
民
会
議

「
環
境
講
演
会
」

● 

日
時　

５
月
16
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
40
分

お
知
ら
せ
／
催
し
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I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e
TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹

催
し

●
場
所　

中
央
公
民
館

● 

演
題　
「
里
山
か
ら
電
気
を
：
林
木
か

ら
の
熱
電
発
電
」

● 

講
師　

林は
や
し

一い
ち

六ろ
く

氏（
上
田
地
球
を
楽
し

む
会
会
長
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
参
加
費　

無
料（
申
込
不
要
）

　

生
活
環
境
課　

TEL
23
・
５
１
２
０

上
小
山
び
こ
会

公
開
講
演
会

● 

日
時　

５
月
18
日
㈪
午
後
２
時
30
分
〜

４
時

● 

場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

● 

演
題
／
講
師　

家
族
支
援
を
考
え
る
〜

家
族
相
談
か
ら
見
え
て
き
た
も
の（
英

国
メ
リ
デ
ン
版
訪
問
家
庭
支
援
か
ら
学

ぶ
〜
）／
伊い

藤と
う

千ち

尋ひ
ろ

氏（
淑
徳
大
学
社
会

福
祉
学
科
専
任
講
師
）

● 

対
象　

精
神
障
が
い
者
本
人
、
家
族
、

精
神
障
が
い
者
の
支
援
を
学
び
た
い
方

●
申
し
込
み　

不
要（
参
加
費
無
料
）

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

第
10
回
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

ク
ロ
ー
バ
ー
杯

● 

日
時　

①
７
月
５
日
㈰
、
②
７
月
６
日

㈪
、③
７
月
７
日
㈫
の
午
前
８
時
〜（
人

数
に
よ
り
変
更
あ
り
）

● 

場
所　

①
③
上
田
丸
子
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ

オ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
、
②
上
田
菅
平
高
原

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

● 

部
門　

男
子
一
般
の
部
、シ
ニ
ア
の
部
、

グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
・
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
一
般
男
女

●
定
員　

①
１
７
０
名
、
②
③
１
４
０
名

　

※
い
ず
れ
も
先
着
順

● 

参
加
費　

各
２
０
０
０
円（
別
途
プ

レ
ー
代
。
当
日
支
払
）

● 

申
し
込
み　

５
月
12
日
㈫
〜
６
月
19
日

㈮
に
、
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、左
記
、丸
子
総
合
体
育
館
、真
田
・

武
石
地
域
教
育
事
務
所
へ
。
で
き
る
だ

け
４
人
１
組
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

第
23
回
あ
や
め
の
里

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー（
約
４
㎞
）

● 

日
時　

５
月
23
日
㈯
午
前
９
時
〜（
受

付
８
時
15
分
。
雨
天
決
行
）

●
集
合
場
所　

豊
殿
小
学
校
校
庭

● 

対
象　

ど
な
た
で
も（
２
〜
５
名
の
グ

ル
ー
プ
で
。
小
学
３
年
生
以
下
は
要
保

護
者
同
伴
）

● 

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
飲
み
物
、
雨
具

（
雨
天
時
）

●
参
加
費　

無
料

● 

申
し
込
み　

５
月
11
日
㈪
ま
で
に
、
事

務
局
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
直
接
、
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左

記
へ
。

　

 

あ
や
め
の
里
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
実
行

委
員
会
事
務
局（
豊
殿
小
学
校
内
）

　
　

TEL
22
・
４
０
０
４

　
　

FAX
25
・
１
２
９
１

　
　
（
豊
殿
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
）

お
屋
敷
つ
つ
じ
祭
り

●
期
日　

５
月
17
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

　

３
時

●
場
所　

御
屋
敷
公
園（
本
原
）

● 

内
容　

三
ツ
頭
獅
子
奉
納
、
真
田
鉄
砲

隊
・
信
州
真
田
六
文
銭
太
鼓
演
舞
な
ど

● 

そ
の
他　

ゆ
き
む
ら
夢
工
房
駐
車
場
か

ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　

 

真
田
三
代
ヒ
ス
ト
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト（
飯
島
建
設
）　

TEL
72
・
２
６
２
３

　
　
（

産
業
観
光
課
）

お 知 ら せ

新しい教育長、行政委員が就任しました

　３月市議会定例会での議会同意を得て、次の皆様が
就任されました。
　なお、地方教育行政の組織及び運営に関する法律が
昨年改正され、本年４月から施行されたことに伴い、
上田市では新たな「教育長」制度に移行しました。
　退任された教育委員の小

こ

山
やま

壽
とし

一
かず

氏、小
こ

市
いち

正
まさ

輝
てる

氏、固
定資産評価審査委員会委員の半

はん

田
だ

榮
ひで

範
のり

氏には、市政・
教育行政の進展のためにご尽力いただきました。

○教育委員会教育長（任期３年）
　小

こ

林
ばやし

一
かず

雄
お

氏
　（任期は平成30年４月28日まで）

○教育委員会委員（任期４年）
　北
きた

沢
ざわ

秀
ひで

雄
お

氏
　（任期は平成31年４月28日まで）

○固定資産評価審査委員会委員
　（任期３年）
　倉
くら

島
しま

勝
かつ

一
いち

氏
　（任期は平成30年４月28日まで）

小林一雄氏

北沢秀雄氏

倉島勝一氏
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I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

長
野
県
工
科
短
期
大
学
校

創
立
二
十
周
年
記
念
講
演
会

● 

日
時
／
内
容　

６
月
27
日
㈯
午
後
１
時

30
分
〜
／
記
念
式
典
、
午
後
３
時
〜
／

記
念
講
演
会（
参
加
費
無
料
）

●
場
所　

サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
大
ホ
ー
ル

● 

演
題　
「
学
び
続
け
る
力

－

自
ら
考
え
、

判
断
し
、
行
動
す
る

－

」

● 

講
師　

池い
け

上が
み

彰あ
き
ら

氏（
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
・
東
京
工
業
大
学
教
授
）

●
そ
の
他　

申
込
多
数
時
は
抽
選（
予
定
）

● 

申
し
込
み　

５
月
11
日
㈪
〜
31
日
㈰

に
、
工
科
短
期
大
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら（
電
話
、
郵
便
等
で
の
申
込
は
あ

り
ま
せ
ん
）。

　

工
科
短
期
大
学
校

　
　

kokatankidai@
pref.nagano.lg.jp

　
　
（

商
工
課
）

国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
５
in
丸
子

● 

日
時　

５
月
24
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

３
時（
予
定
）

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館

● 

内
容　

国
際
交
流
の
活
動
展
示
、
各
国

の
料
理
試
食
コ
ー
ナ
ー
、
音
楽
や
ダ
ン

ス
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
国
際
化
に
つ
い

て
の
ス
ピ
ー
チ
発
表
な
ど

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

● 

申
し
込
み　

５
月
14
日
㈭
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

実
行
委
員
会
事
務
局（
丸
子
公
民
館
）

　
　

TEL
42
・
３
１
４
７

第
２
回
武
石
森
林
公
園

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
支
配
人
杯

　

20
周
年
を
記
念
し
て
開
催
し
ま
す
。

● 

日
時　

５
月
24
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午

（
雨
天
決
行
）

● 

場
所　

武
石
森
林
公
園
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
場

● 

内
容　

３
コ
ー
ス
27
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー

ク
プ
レ
ー

●
定
員　

先
着
１
０
０
名

● 

参
加
費　

５
０
０
円（
別
途
プ
レ
ー
代
、

用
具
貸
出
料
）

● 

申
し
込
み　

参
加
費
を
添
え
て
、
直
接

左
記
へ
。

　

武
石
森
林
公
園
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

　
　

TEL
85
・
２
２
２
２

と
も
し
び
の
里
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
期
日　

５
月
31
日
㈰

●
場
所　

武
石
体
育
館
ほ
か

● 

チ
ー
ム
構
成　

と
も
し
び
の
部（
30
歳

以
上
の
男
女
各
２
名
）、
ト
リ
ム
の
部

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ス（
40
歳
以
上
と
50
歳

以
上
の
男
女
各
１
名
）

●
参
加
費　

１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

● 

申
し
込
み　

５
月
22
日
㈮
ま
で
に
、
左

記
窓
口
に
あ
る
申
込
書（
電
話
で
請
求

可
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
）に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
参
加
費
を
添
え

て
左
記
へ
。

　

 

実
行
委
員
会
事
務
局（

教
育
事
務

所
内
）　

TEL
85
・
２
０
３
０

い
き
い
き
健
康
フ
ェ
ア

in
イ
オ
ン
上
田

●
日
時　

５
月
23
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

　

３
時

●
場
所　

イ
オ
ン
上
田
２
階

● 

内
容　

血
管
年
齢
測
定
、骨
密
度
測
定
、

血
圧
測
定
、
体
脂
肪
測
定
な
ど

●
参
加
費　

無
料（
申
込
不
要
）

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

講
座
・
教
室

講
座「
悲
嘆
と
は

〜
悲
し
み
に
寄
り
添
う
〜
」

　
「
人
生
は
悲
嘆
の
連
続
で
あ
る
」と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
愛
す
る
人
た
ち
を
亡
く
し

た
方
に
共
感
し
、
と
も
に
歩
み
ま
す
。

● 

日
時　

５
月
24
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

● 

講
師　

高た
か

木き

慶よ
し

子こ

氏（
上
智
大
学
特
任

教
授
・
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究

所
特
任
所
長
）

● 

定
員　

先
着
15
名（
託
児﹇
無
料
﹈は
３

か
月
児
〜
未
就
学
児
。
先
着
10
名
）

●
受
講
料　

３
０
０
円

● 
申
し
込
み　

５
月
11
日
㈪
以
降
、
受
講

料
を
添
え
て
左
記
窓
口
へ（
電
話
で
の

仮
予
約
可
）。

　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

　
　

TEL
27
・
２
９
８
８

催
し
／
講
座
・
教
室
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TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹

I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

マ
マ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

● 

日
時　

５
月
25
日
〜
８
月
３
日
の
毎
週

月
曜
日
、
午
前
10
時
〜
11
時

●
場
所　

塩
田
公
民
館

● 

内
容　

ヨ
ガ
、バ
レ
エ
、バ
ラ
ン
ス
ボ
ー

ル
、
親
子
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、
美
ボ
デ
ィ
、

お
菓
子
作
り
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
な

ど（
初
回
は
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
）。

● 

対
象　

未
就
園
児
の
母
親（
お
子
さ
ん

連
れ
可
）

●
定
員　

先
着
40
名

● 

受
講
料　

１
回
５
０
０
円（
会
員
３
０
０

円
。「
お
菓
子
作
り
」は
１
０
０
０
円
）

● 

持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
上
履
き
、

着
替
え（
必
要
な
方
）

● 

申
し
込
み　

５
月
11
日
㈪
以
降
、
メ
ー

ル（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

又
は
電
話
で
左
記
へ
。

　

う
え
だ
ミ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　

TEL
71
・
５
３
９
２

　
　

FAX
71
・
５
３
０
２

　
　
（

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

親
子
で
遊
ぼ
う

グ
ー
チ
ョ
キ
パ

● 

日
時　

５
月
26
日
〜
平
成
28
年
３
月
８

日
の
第
２
・
４
火
曜
日
、
午
前
10
時
〜

正
午（
全
20
回
）

● 

場
所　

丸
子
公
民
館
、
信
州
国
際
音
楽

村
ほ
か

● 

受
講
料　

20
回
２
０
０
０
円（
別
途
教

材
費
１
０
０
０
円
）

●
対
象　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

● 

申
し
込
み　

５
月
11
日
㈪
〜
22
日
㈮

に
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、又
は
直
接
左
記
へ
。

　

丸
子
公
民
館

　
　

TEL
42
・
３
１
４
７

　
　

FAX
42
・
０
３
０
３

第
１
回

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

● 

日
時　

５
月
26
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分（
受
付
１
時
〜
）

● 

場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

● 

内
容　
「
ひ
き
こ
も
り
の
理
解
と
周
囲

の
対
応
の
実
際
」、
質
疑
応
答

● 
講
師　

長な
が

門と

ひ
と
み
氏（
長
野
県
精
神

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
主
任
保
健
師
）

●
対
象　

市
民（
参
加
費
無
料
）

● 

申
し
込
み　

５
月
22
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

庭
木
・
庭
園
管
理
講
習

● 

期
間　

６
月
１
日
㈪
〜
11
日
㈭
の
う
ち

７
日
間
、
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

● 

場
所　

技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
、
い
に
し

え
の
丘
公
園
、リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
公
園
、

豊
殿
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

●
講
師　

上
小
造
園
組
合
員

● 

対
象　

59
歳
以
上
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
入
会
希
望
の
方

● 

定
員　

20
名（
申
込
多
数
時
は
選
定
。

受
講
料
無
料
）

● 

持
ち
物　

木
鋏ば
さ
み

、
剪
定
鋏
、
刈
り
込
み

鋏
、
折
り
た
た
み
の
こ
ぎ
り
、
昼
食
、

作
業
着
、
運
動
靴（
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
安

全
帯
は
貸
出
し
ま
す
）

● 

申
し
込
み　

５
月
７
日
㈭
〜
22
日
㈮

に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

上
田
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
23
・
６
０
０
２

　
　
（

高
齢
者
介
護
課
）

人
間
関
係
の
心
理
学

職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ー
の
視
点
か
ら

　

部
下
と
上
司
と
の
関
係（
パ
ワ
ー
）を
理

解
し
上
手
く
付
き
合
い
、
人
間
関
係
を
豊

か
に
す
る
術
を
学
び
ま
す（
男
性
限
定
。

託
児
あ
り
）。

●
日
時　

６
月
７
日
㈰
午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

● 

講
師　

坊ぼ
う

隆た
か

史し

氏（
臨
床
心
理
士
、『
男
』

悩
み
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
相
談
員
、
大
阪

経
済
大
学
大
学
院
非
常
勤
講
師
）

● 

対
象　

県
内
在
学
・
在
住
・
在
勤
の
男

性
● 

定
員　

先
着
20
名（
託
児
は
３
か
月
〜

未
就
学
児
。
先
着
５
名
）

●
受
講
料　

無
料（
託
児
も
無
料
）

● 
申
し
込
み　

５
月
11
日
㈪
以
降
、電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
又
は
メ
ー
ル
で
左
記
へ
。

　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

　
　

TEL
27
・
２
９
８
８

　
　

FAX
27
・
３
１
２
３

　
　

plaza-u@
city.ueda.nagano.jp

講
座
・
教
室
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I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

初
級
・
中
級
英
会
話
教
室

（
月
２
回
）

● 

期
間　

６
月
〜
平
成
28
年
３
月（
前
・

後
期
各
10
回
。
年
20
回
）

●
場
所　

丸
子
公
民
館

● 

コ
ー
ス　

初
級（
日
本
人
講
師
）／
火
曜

日
午
後
７
時
〜
８
時
、
中
級（
外
国
人

講
師
）／
金
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人

● 

定
員　

先
着
各
10
名（
最
少
催
行
人
数

各
５
名
）

● 

受
講
料　

２
万
円（
前
・
後
期
各
１
万

円
）

● 

申
し
込
み　

５
月
７
日
㈭
〜
29
日
㈮

に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望

の
コ
ー
ス
を
電
話
で
左
記
へ
。

　

丸
子
公
民
館　

TEL
42
・
３
１
４
７

託
児
付
講
座

「
体
に
優
し
い
お
豆
料
理
」

● 

日
時　

５
月
21
日
㈭
午
前
10
時
〜
午
後

１
時（
託
児
希
望
者
は
９
時
45
分
集
合
）

●
場
所　

神
川
地
区
公
民
館

● 

内
容　

大
豆
コ
ロ
ッ
ケ
、
お
豆
の
ポ

タ
ー
ジ
ュ
、
お
豆
の
サ
ラ
ダ
、
お
豆
入

り
ナ
ン
、
い
ち
ご
大
福

●
講
師　

高た
か

橋は
し

順じ
ゅ
ん

子こ

氏（
菓
子
職
人
）

●
対
象　

子
育
て
中
の
父
親
・
母
親

●
定
員　

先
着
15
名

●
受
講
料　

８
０
０
円

● 

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
バ
ン
ダ
ナ（
託

児
希
望
者
は
、
お
子
さ
ん
の
お
や
つ
、

飲
み
物
、
着
替
え
、
お
む
つ
な
ど
）

● 

申
し
込
み　

５
月
12
日
㈫
以
降
の
午
前

９
時
以
降
〜
午
後
４
時
に
、
電
話
で
左

記
へ
。

　

神
川
地
区
公
民
館

　
　

TEL
25
・
１
６
８
２

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

前
期
講
習
会（
全
５
回
）

● 

日
時　

５
月
18
日
・
25
日
、
６
月
１
日
・

８
日
・
15
日
の
月
曜
日
、
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
頃（
雨
天
延
期
あ
り
）

● 

場
所　

上
田
城
跡
公
園
多
目
的
広
場

（
野
球
場
東
側
）

●
対
象　

全
講
習
に
参
加
で
き
る
方

●
受
講
料　

５
０
０
円（
初
日
に
徴
収
）

● 
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、帽
子
、

飲
み
物（
用
具
は
無
料
で
貸
出
し
可
）

●
申
し
込
み　

電
話
で
左
記
へ
。

　

 

上
田
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

（
猪
飼
）

　
　

TEL
０
９
０
・
９
２
４
４
・
０
２
５
０

野
外
活
動
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座

● 

日
時
／
内
容　

①
５
月
16
日
㈯
午
前
９

時
〜
正
午
／
野
外
体
験
活
動
の
重
要

性
、
②
６
月
７
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後

０
時
30
分
／
安
全
管
理
、
③
６
月
７
日

㈰
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
／
自
然
観

察
、
④
８
月
29
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

８
時
／
野
外
体
験
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

作
成
方
法
、
⑤
８
月
30
日
㈰
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分
／
野
外
活
動
実

習
、
⑥
平
成
28
年
２
月
13
日
㈯
午
前
９

時
〜
午
後
２
時
／
冬
の
野
外
活
動

● 

場
所　

①
中
央
公
民
館
、
②
③
安
藤
百

福
記
念
自
然
体
験
活
動
指
導
者
セ
ン

タ
ー（
小
諸
市
）、④
⑤
須
坂
青
年
の
家
、

⑥
菅
平
高
原

●
講
師　

や
ま
ぼ
う
し
自
然
学
校

● 

対
象　

子
ど
も
が
対
象
の
自
然
体
験
活

動
に
関
心
が
あ
る
18
歳
以
上
の
方

●
定
員　

先
着
20
名

● 

受
講
料　

無
料（
食
材
・
材
料
費
は
各

自
負
担
）

● 

申
し
込
み　

５
月
13
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

募　

集

大こ
う
じ

豆い
ら
ず

畑
の

オ
ー
ナ
ー
大
募
集
！

●
場
所　

前
山（
西
塩
田
地
区
）の
畑

● 

内
容　

大
豆
種
ま
き
交
流
会
や
収
穫
交

流
会
な
ど（
年
５
回
程
度
）。
リ
ン
ゴ
収

穫
体
験
あ
り
。
初
回
は
６
月
21
日
㈰
種

ま
き
交
流
会

●
定
員　

35
組（
申
込
多
数
時
は
抽
選
）

●
参
加
費　

５
０
０
０
円
／
１
口

● 
応
募
締
切　

６
月
１
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
、
又
は
直
接
左
記
窓
口
へ
。

　

 
Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ
塩
田
営
農
セ
ン

タ
ー　

西
塩
田
大
豆
オ
ー
ナ
ー
係

　
　

TEL
38
・
３
１
０
１

　
　
（

農
政
課
）

講
座
・
教
室
／
募
集
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TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹

I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

上
田
市
自
治
基
本
条
例

検
証
委
員
会
委
員
募
集

● 

応
募
資
格　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
20
歳
以
上
で
、
月
１
回
程
度
の
会
議

に
出
席
で
き
る
方（
他
の
審
議
会
の
公

募
委
員
は
応
募
不
可
）

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
任
期　

平
成
28
年
３
月
ま
で（
予
定
）

●
報
酬　

市
の
規
定
に
よ
り
支
給

● 

検
討
の
内
容　

上
田
市
自
治
基
本
条
例

の
見
直
し
に
関
す
る
評
価
・
検
証

● 

申
し
込
み　

５
月
22
日
㈮
ま
で
に
、
申

込
書（
左
記
窓
口
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

郵
送
、又
は
直
接
左
記
窓
口
へ
。
後
日
、

面
接
に
よ
り
選
考
。

　

市
民
参
加
・
協
働
推
進
課

　
　

TEL
75
・
２
２
３
０

県
営
住
宅
入
居
者
補
充
募
集

● 

受
付
期
間　

６
月
１
日
㈪
〜
５
日
㈮
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

● 

受
付
場
所　

住
宅
供
給
公
社
上
田
管
理

セ
ン
タ
ー
（
上
田
合
同
庁
舎
南
棟
内
）

● 

抽
選
会　

６
月
11
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

／
上
田
合
同
庁
舎
南
棟
２
階
会
議
室

● 

そ
の
他　

詳
細
は
、５
月
15
日
㈮
以
降
、

左
記
へ
直
接
、
又
は
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
供
給
公
社
上
田
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
29
・
７
０
１
０

　
　
（

住
宅
課
）

小
規
模
工
事
・
修
繕
受
注

希
望
者
登
録
申
請
の
受
付

　

平
成
27
・
28
年
度
に
市
が
発
注
す
る
小

規
模
工
事
・
修
繕（
工
事
は
１
３
０
万
円
・

修
繕
は
50
万
円
を
超
え
な
い
も
の
）の
受

注
希
望
者
は
、「
上
田
市
小
規
模
工
事
・
修

繕
受
注
希
望
者
登
録
申
請
書
」（
各
窓
口
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
）を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
今
回
の
申
請
は
、
６
月
１
日

か
ら
平
成
29
年
５
月
31
日
ま
で
、
２
年
間

有
効
で
す
。

● 

受
付
期
限　

５
月
15
日
㈮（
窓
口
受
付

は
平
日
の
み
）

● 

提
出
方
法　

左
記
、
又
は
丸
子
・
真
田
・

武
石
地
域
振
興
課
窓
口
へ
。

　

契
約
管
財
課　

TEL
23
・
５
２
５
７

美
ヶ
原
高
原
サ
サ
刈
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

●
期
日　

５
月
23
日
㈯（
小
雨
決
行
）

● 

集
合
場
所　

午
前
９
時
30
分
に
美
ヶ
原

ふ
る
さ
と
名
産
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

●
作
業
時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

● 

作
業
場
所　

美
ヶ
原
高
原
物
見
石
周
辺

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
群
生
地

● 

対
象　

小
学
生
以
上（
た
だ
し
、
小
中

学
生
は
要
保
護
者
同
伴
）

● 

持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具
、
帽

子
な
ど（
豚
汁
の
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。
軍

手
、鎌
な
ど
作
業
用
具
は
用
意
し
ま
す
）

● 

申
し
込
み　

５
月
20
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

産
業
建
設
課　

TEL
85
・
２
８
２
８

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

育
成
グ
ル
ー
プ
募
集

● 

募
集
す
る
グ
ル
ー
プ
の
種
類　

毛
筆
習

字
、
木
目
込
み
人
形
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
、
生
花
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、

茶
道
裏
千
家
、
茶
道
表
千
家
、
太
極
拳
、

ヨ
ガ
、
英
会
話
、
木
彫
り
、
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
、
絵
手
紙
、
水
彩
画
、
ス
ポ
ー
ツ

吹
き
矢
、
着
装

●
申
し
込
み　

電
話
で
左
記
へ
。

　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

　
　

TEL
27
・
２
９
８
８

よ
い
歯
を
お
持
ち
の
方

大
募
集
！

　
「
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
締
切　

５
月
20
日
㈬

● 

対
象　

平
成
26
年
４
月
１
日
〜
平
成
27

年
３
月
31
日
に
３
歳
児
健
診
を
受
け
た

幼
児
と
そ
の
保
護
者（
母
親
又
は
父
親
）

で
、
子
・
親
と
も
健
康
な
歯
を
お
持
ち

の
方

●
申
し
込
み　

電
話
で
左
記
へ
。

　

長
野
県
保
健
・
疾
病
対
策
課

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
５
・
７
１
４
１

　
　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

募
集
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お宝発見！
市内の県指定文化財を紹介するコーナーです。

上田の

　歯の健康を守りましょう　～歯
し

周
しゅう

病
びょう

と生活習慣病～
　歯周病は、歯と歯肉の間から入った細菌が歯肉に炎症
を引き起こし、さらに歯肉の中にある、あごの骨を溶か
してしまい、やがて歯が抜けてしまう病気です。

〈骨粗しょう症との関係〉
　骨粗しょう症があると、歯周病の進行も
速め、さらに骨を弱くする危険もあります。

「
真
田
氏
館
跡
」（
御
屋
敷
公
園
）

　

本
原
小
学
校
の
近
く
に
、
真
田
昌
幸
・
幸
村
親
子
が
住
ん

で
い
た
と
さ
れ
る
屋
敷
跡
が
あ
り
ま
す
。
地
元
で「
御
屋
敷
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
長
野
県
史
跡
・
真
田
氏
館
跡
で
す
。
屋
敷

跡
は
土
塁
と
堀
で
囲
ま
れ
、
敵
が
簡
単
に
攻
め
込
む
こ
と
が

で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
敷
地
の
広
さ
は
東
西

１
６
０
ｍ
、
南
北
１
３
０
ｍ
、
土
塁
の
高
さ
は
４
〜
５
ｍ
あ

り
ま
す
。
砥
石
城
を
は
じ
め
、
周
辺
の
山
城
を
見
渡
す
こ
と

が
で
き
る
絶
好
の
場
所
に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

信
綱
の
死
後
、
真
田
家
を
継
い
だ
昌
幸
が
、
幸
村
ら
と
と

も
に
甲
府
か
ら
移
り
住
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
時
昌
幸
は
武
田
勝か
つ

頼よ
り（
信し
ん

玄げ
ん

の
子
）の
重
臣
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
し
た
。
帰
郷
か
ら
上
田
城
を
築
く
ま
で
の
間
、
昌
幸

は
本
原
一
帯
を
本
拠
地
と
し
て
勢
力
を
大
き
く
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

屋
敷
跡
に
は
現
在
、
皇こ
う

太た
い

神
宮
が
祀ま
つ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、

昌
幸
が
上
田
城
に
移
る
際
に
、
屋
敷
跡
が
荒
れ
る
こ
と
を
心

配
し
て
造
っ
た
も
の
と
さ
れ
、
神
社
付
近
は
お
そ
ら
く
母
屋

な
ど
の
住
ま
い
が
あ
っ
た
思
い
入
れ
の
あ
る
場
所
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

御
屋
敷
は
ツ
ツ
ジ
が
見
事
な
公
園
で
も
知
ら
れ
、
毎
年
５

月
下
旬
に
は
、約
６
０
０
本
の
ツ
ツ
ジ
が
見
頃
を
迎
え
ま
す
。

ま
た
、
神
社
境
内
で
は
三
つ
頭
獅
子
が
舞
う
な
ど
、
貴
重
な

民
俗
文
化
財
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

  悪循環　（さらに骨が弱くなる）

骨粗しょう症→歯を支える歯
し

槽
そう

骨
こつ

密度が減少→歯周病の進行・歯の喪失
　　　↑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
噛む力が衰え、食事から得られるカルシウムも不足　←　噛む力の低下

〈歯周病は恐い病気〉
　骨粗しょう症だけでなく、歯周病は、糖尿病や
心臓病などの生活習慣病や、早産・胎児の低体重
など体のいたるところに影響を及ぼします。

〈歯周病予防のためにできること〉
　・毎食後の歯みがき　・よく噛んで食べる　・禁煙
　・定期的な歯科検診
　今年度、30・40・50・60・70歳になる方は、歯周疾患
検診を受けましょう。
（４月から妊婦歯科検診も実施しています）

　 健康推進課　TEL23・8244

健康幸せづくりプロジェクト ～あなたの健康を応援します！～①
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わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

NPO法人 武石子育て支援を考える会

地
域
ま
る
ご
と
子
育
て
支
援

北
澤
良よ
し

子こ

さ
ん
、
橋
詰
真ま

由ゆ

美み

さ
ん

　

武
石
子
育
て
支
援
を
考
え
る
会
は
、
地
域
全
体
を
巻
き
込
ん

だ
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
創つ
く

る
た
め
、
北
澤
さ
ん（
右
下
写

真
右
端
）ら
を
中
心
に
平
成
18
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
は

16
名
の
正
会
員
を
中
心
に
、
武
石
児
童
館「
ふ
れ
ん
ず
」の
運
営

や
、
年
４
回
の
機
関
誌
発
行
な
ど
を
通
し
て
、
子
育
て
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

同
会
で
は
現
在
、
第
２
回
目
を
迎
え
る「
子
ど
も
祭
り
」の
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
会
の
設
立
当
初
か
ら
、
地
域
の
大
人
た

ち
が
子
育
て
活
動
に
参
加
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
の
た
め
に
、

地
域
の
子
ど
も
祭
り
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
き
ま
し
た
が
、

昨
年
よ
う
や
く
、「
武
石
風
土
つ
な
ぎ
隊
」が
主
催
す
る「
武
石
花

祭
り
」と
一
緒
に
、
第
１
回
子
ど
も
祭
り
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
年
の
子
ど
も
祭

り
も
、
武
石
花
祭
り

と
同
日
開
催
す
る
こ

と
が
決
ま
り
、
会
場

に
設
置
す
る
ベ
ン
チ

の
制
作
や
、
宝
探
し

の
景
品
作
り
な
ど
、

準
備
の
段
階
か
ら
子

ど
も
た
ち
が
主
体
と

な
っ
て
取
り
組
め
る

よ
う
支
援
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
祭

り
当
日
は
、
子
ど
も

た
ち
が
ス
タ
ッ
フ
と

な
り
、
会
員
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、
お
手
玉
や
け
ん
玉
遊

び
、
三
角
竹
馬
な
ど
の
お
も
ち
ゃ
作
り
体
験
や
、
オ
カ
リ
ナ
演

奏
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
う
予
定
で
す
。

　

同
会
理
事
長
の
北
澤
さ
ん
は「
子
育
て
に
多
く
の
地
域
の
大

人
に
関
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。
子
育
て
を
通
じ
て
地
域
全
体
が

繋つ
な

が
っ
て
い
け
ば
と
思
う
」、
理
事
の
橋
詰
さ
ん（
右
写
真
右
か

ら
２
人
目
）は「『
子
ど
も
祭
り
』を
地
域
の
人
が
子
育
て
支
援
に

関
わ
る
き
っ
か
け
に
し
た
い
」と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
語
り

ま
し
た
。

〈事業の紹介〉
NPO法人武石子育て支援を考
える会では、平成26年度にわ
がまち魅力アップ応援事業の採
択を受け、武石花祭りとともに
子ども祭りを開催しています。
今後も、子ども祭りを通じて、
地域内の子育て支援活動を多く
の人にＰＲしていきます。

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市広報情報課（TEL71･8080）または㈱ホープ長野営業所（TEL050・5838・2344）へ。



※参加費（受講料）、申し込みの記載がないものは、参加費無料、申込不要です。

市立美術館 子どもは天才講座
　子どもたちの豊かな感性や表現力を育むことをねらいと
した、幼児向けの造形活動の講座です。
期　間 　５月23日㈯以降平成28年３月までの毎月第４

土曜日10：00～12：00
場　所 　子どもアトリエ
初回テーマ　大きな紙に自由に描こう
対　象 　２歳以上の未就学児（要保護者同伴）
定　員 　先着25組
受講料 　年間3,000円（初回徴収）
申し込み 　５月16日㈯9：00以降、電話（27・2300）、又は直

接市立美術館へ。

マルチメディア情報センター TEL39・1000

URL　http：//www.umic.jp/

上田の魅力ブログ作成セミナー
テーマ：サントミューゼ
　市内の見どころについてブログ記事を作成し、公開する
セミナーです。職員の案内のもと、交流文化芸術センター・
市立美術館を取材し、ブログを作成します（全３回）。
◇第一回目　ブログ入門
日　時 　６月１日㈪13：30～16：30
◇第二回目　サントミューゼ取材・撮影
日　時 　６月８日㈪13：30～16：00
◇第三回目　写真の補正とレポートブログ作り
日　時 　６月15日㈪13：30～16：30
◇共通事項
対　象 　パソコン経験者でインターネットで上田の魅力

を外部に向けてアピールしたい方
定　員 　先着20名
受講料 　3,000円（別途美術館入場料）
申し込み 　５月11日㈪以降、電話で。

初歩から学べるIllustrator講座（CS6使用）
　Illustratorの基本を学びます。図形ツールやペンツール、
Illustrator独自の機能を使ったイラストレーションの作成
方法を学び、簡単なチラシを作ります。
日　時 　６月６日・13日・20日・27日の土曜日
　　　　 9：30～12：00
講　師 　児

こ

玉
だま

藤
ふじ

枝
え

氏（デザイナー）
対　象 　パソコン経験者、Illustrator初心者
定　員 　先着20名（最少催行人数５名）
受講料 　4,000円（別途テキスト代2,484円）
申し込み 　５月16日㈯～６月５日㈮に、電話で。

Word初心者講座２日間コース［Word2013使用］
日　時 　６月11日㈭・18日㈭13：30～16：00
対　象 　文字入力のできる方
定　員 　先着20名（最少催行人数５名）
受講料 　2,500円（別途テキスト代1,296円）
申し込み 　５月21日㈭～６月９日㈫に、電話で。

エコ・ハウス　　　　　　　　TEL23・5144

（受付時間：月～金曜日10：00～16：00）

エコ・ハウスイベント「宝の山市」
　バザーを通して、物の大切さ・今ある物の活用を考えま
しょう。
日　時 　５月16日㈯10：00～12：00
内　容 　手作り品や、着物･布地・不用品のバザー
 （掘り出し物あり）。
 素敵なプレゼントを用意しています。

真田図書館　　　　　　　　　TEL72・8080

「おはなし広場」
　図書館サポーターおとぎの会の皆さんによる絵本の読み
聞かせをお楽しみください。
日　時 　５月16日㈯10：30～11：00

「三井崇裕　木管トリオの夕べ」コンサート
　木管三重奏（クラリネット、ファゴット、オーボエ）のコ
ンサートを開催します。演奏者の三

みつ

井
い

崇
たか

裕
ひろ

氏（真田地域出
身）は、東京芸術大学大学院修士課程を終了し数々の音楽
賞を受賞、現在都内のプロオーケストラに出演・活躍を続
けています。お誘いあわせておでかけください。
日　時 　５月30日㈯18：30～（開場18：00）
演奏者 　三

みつ

井
い

崇
たか

裕
ひろ

氏（クラリネット）
 春

はる

山
やま

竜
たつ

也
や

氏（ファゴット）
 椎

しい

野
の

未
み

花
か

氏（オーボエ）
定　員 　先着70名
入場料 　無料
申し込み 　５月７日㈭9：00以降、電話、又は直接窓口へ。

お詫びと訂正
広報うえだ４月16日号裏表紙「市税等の納期ごよみ」
に誤りがありました。お詫びし訂正します。
誤）９月30日㊍　正）９月30日㊌
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※場所の記載がないイベントは、文頭の各施設で実施します。施設イベント

上田情報ライブラリー　　　 TEL29・0210

図書館員とそのたまごたちによるおはなし会
　図書館員と上田女子短期大学の学生によるおはなし会で
す。読み聞かせのあとに絵本選びのお手伝いをしますので、
図書館のカードを持ってお出かけください。
日　時 　５月17日㈰11：00～11：30
内　容 　当日のお楽しみ
対　象 　幼児とその保護者

企画展「上田写真館」
　『墾（KON）』に掲載した上田の写真等を中心に、幕末から
明治までの人々や現代で失われつつある物など、全20点
の写真展を開催します。
期　間 　６月３日㈬～19日㈮10：00～20：30
　　　　 （土日祝日は18：00、最終日は17：00まで）
写真提供 　尾

お

崎
ざき

行
ゆき

也
や

氏（上田社会教育大学講師）
　　　　　平

ひら

野
の

勝
かつ

重
しげ

氏（上田社会教育大学講師）

写真が語る・歴史と暮らし～裏から見た写真～
　企画展「上田写真館」の出品者・上田社会教育大学講師の
尾崎行也氏と平野勝重氏による対談を行います。展示写真
に囲まれながら、当時の様子や文化・背景など写真の「裏側」
を解説していただきます。
日　時 　６月７日㈰18：30～20：00頃
定　員 　先着30名
申し込み 　５月９日㈯以降、電話で。

サロントーク in 真田丸の世界
　講師のお話を伺い、自由に意見交換しながら、楽しく学
び、交流を図ります（毎回コーヒーがつきます）。
日　時 　①６月13日㈯、②７月4日㈯、③９月５日㈯

18：30～20：00
内　容 　①「池波正太郎の〈真田もの作品〉と創作ノート」
　　　　 ②「真田こぼれ話」
　　　　 ③「先客万来の街づくり
 　～秘すれば花と場所遊び～」
講　師 　①土

つち

屋
や

郁
いく

子
こ

氏（元池波正太郎真田太平記館館長）
　　　　 ②益

ます

子
こ

輝
てる

之
ゆき

氏（池波正太郎真田太平記館顧問）
　　　　 ③岡

おか

田
だ

基
もと

幸
ゆき

氏（AREC専務理事、信州大学繊維学
　部特任教授工学博士、地域活性化伝道師）

定　員 　先着40名（１回のみの受講も可）
参加費 　３回1,500円、１回500円
申し込み 　５月10日㈰以降、電話で。

丸子図書館　　　　　　　　　TEL42・2414

「おはなし会」
　おはなしボランティアの小

こ

松
まつ

美
み

香
か

さんと、図書館職員に
よる大型絵本、紙芝居などを予定しています。
日　時 　５月16日㈯10：30～

源氏物語読書講座（全10回）
　「王朝のみやびＶ－やさしい源氏物語入門（柏木の巻か
ら）」をテーマに読書講座を開催します。
日　時 　６月10日、７月15日、８月５日・19日、９月24日、

10月14日、11月11日、12月９日・23日、
 平成28年１月27日の水曜日
 （９月24日のみ木曜日）10：30～12：00（全10回）
講　師 　西

にし

山
やま

秀
ひで

人
と

氏
 （上田女子短期大学総合文化学科教授）
定　員 　先着36名
受講料 　1,000円（別途テキスト代1,000円程度）
申し込み 　５月12日㈫～22日㈮に、電話、又は窓口へ。

サントミューゼ TEL27・2000

URL　http：//www.umic.jp/

５月の市民提案事業
◇「明治大学マンドリン倶楽部上田公演」
日　時 　５月９日㈯14：00～（開場13：00）
場　所 　大ホール
　事務局（桑原）　TEL090・3223・3531
◇上田高校美術班OB会｢作品展｣
期　間 　５月17日㈰～24日㈰
場　所 　市民アトリエ・ギャラリー
　事務局（宮下）　TEL27・2134
◇セガワバレエアカデミープレゼンツ
　ダンスフェスティバル2015
日　時 　５月24日㈰14：00～（開場13：15）
場　所 　大ホール
　セガワバレエアカデミー　TEL22・8703
◇いけばな小原流｢いけばな小原流上田地区展｣
期　間 　５月30日㈯・31日㈰
場　所 　市民アトリエ・ギャラリー
　事務局（村上）　TEL62・0043
◇朗読　矢車の詩｢朗読劇｣
日　時 　５月31日㈰13：30～（開場13：00）
場　所 　大ホール
　事務局（初鹿）　TEL22・2866
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戦国無双の刀剣展 in 上田

　交流文化芸術センター　TEL27・2000　市立美術館　TEL27・2300

イベント

お知らせ

戦国無双の刀剣展 in 上田
　人気ゲーム「戦国無双４」に登場する武将が使う武
具や武器を、現代の刀匠たちが忠実に再現します。
　真田幸村の十文字槍を始め、戦国武将ゆかりの刀
剣、甲

かっ

冑
ちゅう

、変わり兜など計25点を展示します。また、
登場キャラクター55人のパネル展示もあります。
期　間 　５月30日㈯～８月23日㈰
　　　　　※火曜日休館
場　所 　市立美術館
観覧料 　

©コーエーテクモゲームス All right reserved.

主催：「戦国無双の刀剣展 in 上田」実行委員会（上田市・上田市教育委員会・NBS長野放送）
■企画協力：コーエーテクモゲームス、一般社団法人全日本刀匠会事業部、KADOKAWA　■企画運営：せとうちクリエイト
■後援：上田商工会議所、上田観光コンベンション協会、うえだNavi、信濃毎日新聞社、週刊上田新聞社、東信ジャーナル社、信州民報社、FM長野
■協力：岩国美術館、しなの鉄道　■協賛：各社

9：00～17：00
 （最終入場16：30）2 015年5月30日〔土〕-8月23日〔日〕

会　場／サントミューゼ 上田市立美術館 長野県上田市天神3 -15 -15
観覧料（税込）　一般 800円／高校・大学生 500円／小・中学生 300円
20名以上の団体は100円引　前売券（オリジナルポストカード付※数量限定）／一般は100円引で販売（その他は当日券と同額）

休館日：火曜日

9：00～17：00
 （最終入場16：30）30日〔土〕 8月23日〔日〕

「戦国無双4」に登場する武将が使う武具や武器を、現代の刀匠たちが忠実に再現。

戦国の聖地

サントミューゼホームページが新しくなりました

当　日 前　売
一　般 800円 700円

高校・大学生 500円
小・中学生 300円

※前売券はオリジナルポストカード付き
　（数量限定）
※本券で市立美術館所蔵品展もご覧いただけます。
※団体料金（20名以上）は100円引。
※ 障害者手帳をお持ちの方は団体料金の適用となり
ます（付添１名まで）。

http://www.santomyuze.com/
　サントミューゼの公式ホームページが新しくなりました。最新情報やイベントスケジュール、これまでの
活動など、今後さらに情報を充実していきます。
　また、チケット発売日に並ばなくても自宅やスマートフォンなどからチケットの予約ができる「インター
ネットチケット予約システム」も、この機会にぜひご利用下さい。

三ツ頭獅子の舞（真田氏館跡）
　真田氏館跡は、真田氏が上田城を築く前に居住していたと考えられ、現在は御屋敷公園とし
て整備されています。
　三ツ頭獅子の舞は、御屋敷を築くときに、地固めの祭事として舞ったと伝えられており、上
田城下町の獅子の元になったと伝えられています。現在は、旧上原区管理委員会の三ツ頭獅子
保存会によってその伝統が守られており、３年に一度、御屋敷公園内にある皇

こう

大
たい

神社に奉納さ
れ、３年目となる今年は５月17日に奉納されます。

表紙説明
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　教育改革に熱意のある全国の首長有志により、昨年６月
２日「教育再生首長会議」が設置されました。
　上田市もこのほど加入し、下

しも

村
むら

博
はく

文
ぶん

文部科学大臣との意
見交換等を行ってきました。多くの市長から幅広いテーマ
で問題提起があり、活発な意見交換が行われるなど、大変
有意義な会合でした。
　市では４月下旬に新たな教育長が着任し、５月下旬に予
定されている総合教育会議の設置など、今後も引き続き教
育委員会との連携
により「人づくり」
に取り組んでまい
ります。

サントミューゼ
（交流文化芸術センター）
館長に津

つ

村
むら

卓
たかし

氏が就任

　東信地区の小・中・高等学校の児童・生徒、一般の吹奏
楽団が同じステージを共有することで、人材の育成と地域
の音楽活動の発展を目指すことを目的に開催されました。
会場となったサントミューゼ大ホールには、出場した31
団体の素晴らしい音色が響き渡っていました。
　今後も市民の皆さんはもちろんのこと、広く東信地区全
体の方々にもサントミューゼを大いに活用していただきた
いと思います。

３月28日㈯

2015
東信吹奏楽祭

　津村氏は、全国各地のホールや劇場の館長・プロデュー
サーなどを歴任され、サントミューゼにおいては整備計画
から現在に至るまで、専門的かつ中心的な立場でご指導ご
助言をいただいてきた方です。
　開館以降、まずは順調な船出ができましたが、正にこれ
からが大切な時期です。「ひと、まち、文化の育成」という
理念を実現し、市民の期待に応えていくため、津村館長の
豊富な経験、高い見識、そして幅広い人脈を活

い

かして、ご
活躍されることを
大いに期待してい
ます。

４月１日㈬

　上小地域の62事業所から340名を超える皆さんにお集ま
りいただき、主催者を代表してエールを送らせていただき
ました。
　職業人として、また社会人として生きていくのは容易な
ことばかりではありませんが、広く国内外の動きに関心を
持ちながら、常に目標を掲げ、職場や地域の中で精一杯頑
張っていただくことを願っています。
　地域の未来を創

つく

っていくのは若い皆さんです。若い力の
今後の活躍に期待
するとともに、必
要なサポートにも
取り組んでまいり
ます。

４月３日㈮

平成27年度
新卒就職者激励会

行政チャンネルをご覧ください
●上田ケーブルビジョンCATV009　●丸子テレビ放送CA103
　  広報情報課　TEL71・8080

市政の重要課題や、市民生活に密着した情報などを分かりやすくお伝えするための番
組を放送しています。番組はインターネットからもご覧いただけます。これまでに放
送した番組も掲載していますので、ぜひご覧ください。
http：//www.youtube.com/user/cityuedakoho
YouTubeにアクセスし「上田市行政チャンネル」で検索。

カンガルーニュースは
市ホームページでも
ご覧いただけます

４月８日㈬

教育再生首長会議
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まちの話題

３月22日㈰
全国のお茶の間へ自慢の歌声を披露
「NHKのど自慢」
　「NHKのど自慢」の公開生放送が、サントミューゼ大ホールで盛大に開
催されました。小

お

田
だ

切
ぎり

千
せん

アナウンサーの軽快な司会のもと、前日の予選
会を勝ち抜いた20組の皆さんが、全国のお茶の間に向け自慢の歌声を
披露し、詰めかけた約1,300人の観客の皆さんとともにホール全体が盛
り上がりました。
　また、ゲストの天

てん

童
どう

よしみさんと秋
あき

川
かわ

雅
まさ

史
ふみ

さんの素晴らしい歌声に、
会場からは終始拍手や歓声が送られていました。

　池波正太郎真田太平記館では、戦国時代、武田家滅亡後の真田氏の存
亡をかけて真田昌幸・信幸（之）・幸村（信繁）父子が、徳川とわたり合っ
た第一次上田合戦を関連資料で紹介する企画展を開催しています。
　企画展示室の中央にはジオラマ模型を設置し、プロジェクションマッ
ピングを活用し、映像を投影して二度にわたる上田合戦の地理的状況や
陣の動きを紹介する新しい展示も公開されています。常設展示室にも、
新たに大坂の陣を紹介する同様のジオラマを展示しています。

４月10日㈮夜の美術館へようこそ
一夜限りの「ナイトミュージアム」
　レオナール・フジタ展（５月10日㈰まで開催）の関連企
画として、市立美術館で開催したナイトミュージアムの
ギャラリートークに約30名が参加し、学芸員の解説に耳
を傾けました。
　レオナール・フジタ（藤

ふじ

田
た

嗣
つぐ

治
はる

）はパリで活躍した画家で、
企画展では、ポーラ美術館所蔵の約170点とともに、親交
のあったルソーやピカソなど、同時代の画家の作品も展示
しています。

　昭和41年の開館以来、多くの皆さんに利
用されてきた「勤労青少年ホーム」が、上田城
跡公園駐車場整備に伴い３月末に閉館とな
り、利用団体の皆さんによるさよならイベン
ト「最後のホーム祭」を開催しました。
　生け花や絵画などの展示のほか、テコンドー
演舞や金管アンサンブルなどの発表があり、
参加者は、交流や活動の場所だったホームと
の思い出を懐かしみ、別れを惜しみました。

４月５日㈰

思い出を胸に「最後のホーム祭」
ありがとう＆さようなら！
勤労青少年ホーム

企画展「第一次上田合戦～真田と徳川の攻防～」
ジオラマ模型上に映像で紹介

上田

上田

上田

上田

３月28日㈯～５月24日㈰
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まちの話題

３月21日㈯～４月19日㈰

　音楽村すいせん畑周辺では、すいせん祭りが約１か月間開催
され、甘酒のおもてなしや、つみとり体験、小さな子どもと一緒
に楽しめる「抱っこdeライブ」などが行われました。
　訪れた皆さんは、ライブを楽しんだり、すいせんをバックに、
思い思いのポーズで撮影したりと、暖かい春のひとときを満喫し
ていました。

すいせんが咲き誇りました
信州国際音楽村すいせん祭り

丸子

世界に目を向けよう！
「親子で聴こう　
将来世界で活躍できる自分づくり」
　丸子文化会館小ホールにで、太

おお

田
た

徳
のり

夫
お

氏（在カナダヨーク大
学日本研究科講師）の国際交流講演会が開催されました。
　クルーズ（船）の旅ではアジアの人びと、特に日本人が少な
いことや、いろいろな目線で世界を捉え考えるようにしような
ど、実体験を織り交ぜながら語りました。
　来場者は自分なりの世界を思い描きながら、熱心に聞き入っ
ていました。

武石の御柱
注
し

連
め

張
は

り祭
さい

開催
　平成28年４月に開催される子

こ

檀
まゆ

嶺
みね

神社「式
しき

年
ねん

御柱大祭」に先立ち、
注連張り祭が、武石余里地区にある武石財産区の山林で開催されま
した。
　この日、御

ご

神
しん

木
ぼく

となる赤松の大木の近くには、氏子や祭典委員の
皆さんをはじめ、関係者110名ほどが集まり、厳粛に神事が執

と

り行わ
れました。11月８日には斧

おの

入
いれ

式、山
やま

出
だし

祭
さい

、里
さと

曳
びき

が、来年４月10日の
本祭では本

ほん

曳
びき

、御柱建て、おねり行列などが予定されています。

丸子

子どもの安全を祈願して
甘酒祭り
　石舟自治会内を流れる吉田堰は「人取り川」と呼ばれ、
昔は子どもが流されてしまう事故が多く起きていました。
　そのため、農作業が始まる前のこの時期、水神様に甘
酒をお供えして安全を祈願する「甘酒祭り」が毎年行われ
ます。江戸時代から行われているこのお祭りは、当初、
子どもたちに甘酒が振

ふる

舞
ま

われていましたが、子どもが少な
くなった今では、地域住民の集いの行事となっています。

３月15日㈰
真田

４月４日㈯

武石

３月29日㈰

2727



　
 

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室　

TEL　
75
・
２
５
５
４

幸
村
も
の
が
た
り（
其
の
壱
）

〜
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」へ
の
取
組
〜

　

来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

に
、
上
田
市
が
生
ん
だ
武
将
・
真

田
幸
村
の
生
涯
と
戦
国
の
荒
波
に

立
ち
向
か
う
真
田
家
を
描
く「
真

田
丸
」の
放
送
が
決
定
し
ま
し
た
。

真
田
幸
村
の
活
躍
を
大
河
ド
ラ
マ

で
見
る
こ
と
は
、
市
民
は
も
と
よ

り
全
国
の
真
田
フ
ァ
ン
の
長
年
の

悲
願
で
し
た
。

　

大
河
ド
ラ
マ
の
放
送
は
、
そ
の

舞
台
と
な
っ
た
地
域
に
大
き
な
経

済
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
わ

シ
リ
ー
ズ「
幸
村
も
の
が
た
り
」が
ス
タ
ー
ト

大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」上
田
市
推
進
協
議
会
と
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
制
作
局
の
屋
敷
チ
ー
フ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
がが

ー
フ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が

フフフフフ

記
念
講
演
を
開
催

　

昨
年
８
月
、
市
、
県
、
市
議
会
、

観
光
・
商
業
・
農
業
関
係
の
計
61

団
体
で
構
成
す
る
、
大
河
ド
ラ
マ

「
真
田
丸
」上
田
市
推
進
協
議
会
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
推
進
協
議
会
は
、「
真
田

丸
」の
放
送
を
契
機
に
、
舞
台
と

な
る
上
田
城
や
真
田
氏
ゆ
か
り
の

地
を
全
国
に
情
報
発
信
す
る
こ
と

で
、
観
光
を
は
じ
め
文
化
や
地
域

経
済
の
振
興
に
も
結
び
付
け
、
地

域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
事
業
は
、
真
田
家
の
家
紋

で
あ
る
六
文
銭
に
ち
な
み
、
①
情

報
発
信
、
②
誘
客
宣
伝
、
③
お
も

て
な
し
の
態
勢
整
備
、
④
大
河
ド

ラ
マ
企
画
展
、
⑤
商
品
開
発
、
⑥

広
域
連
携
の
６
つ
を
重
点
項
目
に

据
え
た「
誘
客
促
進
事
業
」。ま
た
、

大
河
ド
ラ
マ
の
撮
影
で
使
用
す
る

セ
ッ
ト
や
出
演
者
が
着
用
し
た
衣

れ
て
お
り
、
観
光
面
だ
け
で
な
く

幅
広
い
分
野
に
非
常
に
大
き
な
プ

ラ
ス
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
当
市
を
訪
れ
る
お
客

様
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
行
政
と
民
間
団
体
が
連
携

し
て「
お
も
て
な
し
の
態
勢
整
備
」

を
進
め
、
地
域
全
体
で
お
も
て
な

し
の
心
を
持
っ
て
お
迎
え
す
る
こ

と
で「
日ひ
の
も
と
い
ち

本
一
の
観
光
地
」と
な
る

た
め
、
大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」上

田
市
推
進
協
議
会
を
中
心
に
取
り

組
み
、
真
田
ブ
ラ
ン
ド
を
活い

か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
「
幸
村
も
の
が
た
り
〜
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ『
真
田
丸
』へ
の
取
組

〜
」で
は
、
市
及
び
上
田
市
推
進

協
議
会
が
実
施
す
る
事
業
や
イ
ベ

ン
ト
、
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
制
作
局
に

よ
る
大
河
ド
ラ
マ
制
作
の
情
報

（
こ
ぼ
れ
話
）な
ど
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

　

３
月
25
日
㈬
、
大
河
ド
ラ
マ

「
真
田
丸
」上
田
市
推
進
協
議
会
の

第
２
回
総
会
を
上
田
商
工
会
議
所

で
開
催
。
総
会
終
了
後
は
、
大
河

ド
ラ
マ「
真
田
丸
」制
作
統
括
の
屋や

敷し
き

陽よ
う

太た

郎ろ
う

チ
ー
フ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
に
よ
る
記
念
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
「
大
河
ド
ラ
マ
の
舞
台
裏（
よ
も

や
ま
話
）」を
テ
ー
マ
に
、
こ
れ
ま

で
手
掛
け
た
大
河
ド
ラ
マ「
新
選

組
！
」、「
江
〜
姫
た
ち
の
戦
国
」

を
制
作
す
る
上
で
、
視
聴
者
か
ら

歴
史
考
証
に
つ
い
て「
違
う
の
で

は
」と
い
っ
た
電
話
を
直
接
受
け

た
、「
地
域
や
世
代
に
よ
り
ド
ラ

マ
を
見
る
視
点
が
さ
ま
ざ
ま
で
バ

ラ
ン
ス
を
と
る
の
が
大
変
だ
っ

た
」な
ど
、
実
際
に
大
河
ド
ラ
マ

の
制
作
に
携
わ
る
立
場
か
ら
大
河

ド
ラ
マ
の
舞
台
裏
に
つ
い
て
語
っ

て
い
だ
だ
き
、
約
２
０
０
人
の
参

加
者
は
笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

装
、
出
演
者
の
紹
介
パ
ネ
ル
な
ど

を
展
示
す
る「
大
河
ド
ラ
マ
館
」の

建
設
・
運
営
事
業
で
す
。

　

現
在
、
放
送
中
の
大
河
ド
ラ
マ

「
花
燃
ゆ
」で
は
、
舞
台
で
あ
る
山

口
県
萩
市
に「
大
河
ド
ラ
マ
館
文

と
萩
物
語
」、
防ほ

う

府ふ

市
に「
ほ
う

ふ
大
河
ド
ラ
マ
館『
文
の
防
府
日

和
』」、
そ
し
て
、
群
馬
県
前
橋
市

に
は「
ぐ
ん
ま
花
燃
ゆ
大
河
ド
ラ

マ
館
」が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
昨
年
12
月
に
閉
館
し
た

上
田
城
跡
公
園
内
の
旧
市
民
会
館

ホ
ー
ル
に
、
大
河
ド
ラ
マ
館
を
整

備
す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

荻
おぎ

原
はら

久
ひさ

俊
とし

氏（NHK長野放送局長）のごあいさつ

屋敷陽太郎氏
（NHK大河ドラマ「真田丸」制作統括
チーフ・プロデューサー）

この印刷物はグリーン購入法の基準を満たす紙と植物油インキを使用しています。

人口：159,828人　男：78,312人　女：81,516人　世帯数：65,925世帯
　　　   （3,235人）　　　（1,524人）　　　（1,711人）

市の人口（平成27年４月１日現在）
（　）内は外国人の人数です。
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